
商
工
会
が
発
行
す
る
地
域

流
通
商
品
券
は
、
利
用
者
に

額
面
の
二
割
引
の
価
格
で
販

売
、
二
千
万
円
を
発
行
予
定
。

割
引
き
分
は
町
の
補
助
。

保
育
所
の
民
営
化
と
福
祉

医
療
の
充
実
は
、
幼
児
教
育

部
門
の
所
管
を
教
育
委
員
会

に
移
管
し
、
教
育
部
門
の
一

元
化
を
図
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
に
職
員
を
派
遣

し
社
会
福
祉
協
議
会
が
保
育

所
の
運
営
を
行
う
。

子
育
て
支
援
の
拡
充
の
た

め
、
医
療
費
の
無
料
化
を
義

務
教
育
終
了
時
ま
で
行
う
。

ふ
た
ば
保
育
所
新
築
移
転

工
事
は
、
工
期
内
に
完
成
、

四
月
か
ら
保
育
が
で
き
る
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成21年5月10日発行 第15号　（14）

仁
淀
総
合
支
所
は
、
住
民

課
の
窓
口
業
務
を
住
民
の
利

便
性
を
考
慮
し
一
階
で
行
う
。

池
川
総
合
支
所
は
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

た
健
康
福
祉
課
の
業
務
を
21

年
度
よ
り
支
所
で
行
う
。

地
域
包
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
吾
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に

無料化
で子育て支援 －

諸般の報告　町長 藤 富士登

援が実現しました。（大崎診療所・歯科）

管
理
体
制
の
充
実

移
動
し
、
体
制
を
充
実
さ
せ

高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
支
援

を
行
う
。雇

用
促
進

国
の
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
臨
時
交
付
金
、
県
補
助

金
な
ど
を
合
わ
せ
た
約
四
億

五
千
万
円
は
、
町
道
の
整
備
、

林
道
整
備
、
生
活
環
境
を
守

る
ゴ
ミ
集
積
場
な
ど
七
分
野

の
事
業
に
あ
て
る
。

21
年
度
及
び
22
年
度
の
地

方
交
付
税
に
上
積
予
定
の
地

域
雇
用
創
出
推
進
費
は
、
間

伐
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、

地
域
雇
用
を
図
る
た
め
、
21

年
度
は
一
億
二
四
〇
〇
万
円

計
上
。
使
途
を
明
確
に
す
る

た
め
「
地
域
雇
用
創
出
推
進

基
金
」
設
置
条
例
を
提
案
。

当
初
予
算
で
は
、
町
有
林
、

民
有
林
の
間
伐
補
助
、
地
域

活
性
化
支
援
な
ど
に
六
千
万

円
を
計
上
し
た
。

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例

交
付
金
は
、
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
失
業
者
の
就
業
の

取
り
組
み
に
対
し
一
四
四
〇

万
六
千
円
。
町
道
周
辺
の
木

の
枝
打
ち
、
風
到
木
の
除
去

作
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
放
置

自
動
車
、
家
電
製
品
な
ど
不

法
投
棄
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

と
環
境
美
化
に
務
め
る
。

定
額
給
付
金
は
、
本
町
の

対
象
者
七
二
二
五
人
に
一
億

二
五
七
〇
万
円
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
に
二
六
六
万
四

千
円
。 定

額
給
付
金

保
育
所
の
民
営
化



「
ゆ
の
森
」
の
補
修
、
改

修
な
ど
八
四
〇
〇
万
円
、
備

品
購
入
費
七
五
五
万
円
、
新

た
な
温
泉
の
発
掘
と
送
水
管

の
改
修
、
補
修
に
四
千
万
円

を
計
上
。

ソ
ニ
ア
の
経
営
は
、
昨
年

度
か
ら
の
見
直
し
、
仕
入
れ
、

在
庫
処
理
、
加
工
販
売
の
体

制
、
職
員
の
意
識
改
革
な
ど

改
善
を
図
っ
た
が
、
木
材
製

品
価
格
の
低
迷
か
ら
方
向
性

を
示
せ
な
い
。
県
下
の
製
材

施
設
閉
鎖
の
中
、
資
源
の
利

活
用
と
雇
用
の
場
の
拡
大
が
、

流
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

木
材
の
生
産
加
工
、
流
通
、

販
売
の
流
れ
を
立
て
直
す
た

め
に
も
ソ
ニ
ア
の
役
割
は
大

き
い
。

現
在
、
閉
鎖
か
継
続
か
の

選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
徹
底
し
た
見
直
し
、
人

事
の
刷
新
を
含
め
改
善
計
画

と
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
継
続
を
考
え
て
い
る
。

越
知
、
佐
川
町
と
協
議
を

し
、
県
の
助
言
も
受
け
検
討

す
る
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年5月10日発行（15） 第15号

医療費を　
－ 義務教育終了ま　

議会で再三要望してきた、子育て支援

指
定
管
理

施
設
指
定
管
理
は
、
池
川

地
区
の
安
居
渓
谷
森
林
総
合

利
用
施
設
「
宝
来
荘
」、
自
然

学
園
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
よ
り
あ
い
」、
池
川
高
齢
者

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
合

併
前
よ
り
複
数
年
契
約
で
指

定
管
理
者
が
運
営
し
て
き
た

が
、
二
十
年
度
末
で
契
約
期

ソ

ニ

ア

分

収

林

間
が
満
了
と
な
る
。
二
十
一

年
度
か
ら
一
年
契
約
と
す
る
。

町
内
の
十
二
施
設
の
指
定
管

理
者
は
、
二
月
二
十
日
に
指

定
管
理
者
選
定
審
議
会
で
審

議
を
し
て
い
る
。

池
川
高
齢
者
生
産
活
動
セ

ン
タ
ー
は
、
使
用
実
績
な
ど

か
ら
除
外
し
、
㈲
土
佐
自
然

工
場
に
施
設
を
貸
し
、
高
齢

者
が
生
産
活
動
を
続
け
る
。

仁
淀
分
収
林
は
、
昭
和
四

十
三
年
か
ら
四
十
六
年
に
か

け
十
一
団
地
一
八
〇
、
二
Ç

を
土
地
所
有
者
、
仁
淀
森
林

組
合
、
仁
淀
農
業
協
同
組
合

が
分
収
造
林
法
特
別
措
置
法

に
基
き
、
収
益
の
分
収
と
国

土
緑
化
な
ど
を
目
的
と
し
て

契
約
期
間
四
十
年
で
締
結
し
、

林
業
経
営
に
努
め
た
が
、
木

材
価
格
の
低
迷
で
収
益
が
見

込
め
な
い
ま
ま
平
成
二
十
年

に
契
約
が
満
了
、
二
十
三
年

に
す
べ
て
満
了
と
な
る
。

町
は
、
造
林
費
用
を
負
担
、

ま
た
、
収
益
の
分
配
を
受
け

る
状
況
で
は
な
く
、
権
利
を

放
棄
す
る
。

契
約
満
了
後
は
、仁
淀
川
町

森
林
組
合
が
単
独
で
地
権
者

と
契
約
す
る
。費
用
は
一
千
万

円
。森
林
組
合
が
過
去
四
十
年

間
の
造
林
負
担
金
四
〇
七
〇

万
円
の
減
額
対
策
の
た
め
助
成

金
三
千
万
円
を
計
上
。

お
詫
び
と
訂
正

第
14
号
18
ペ
ー
ジ
の
見

出
し
及
び
文
中
、
高
知
県

文
化
賞
の
「
賞
」
を
「
章
」

と
誤
記
し
て
い
ま
し
た
。



平成21年5月10日発行 第15号　（16）

■
専
決
処
分
の
報
告

工
事
名
　
町
道
椿
山
線
緊
急

地
方
道
路
整
備
工
事

変
更
前
の
金
額

８
０
２
８
万
３
０
０
０
円

変
更
後
の
金
額

８
３
１
６
万
９
４
５
０
円

契
約
の
相
手
方

㈱
晃
立

変
更
理
由

切
り
土
法
面
の
安
定
を
図

る
た
め
、
植
生
ネ
ッ
ト
工
、

路
側
擁
壁
の
追
加
施
工
の
必

要
が
生
じ
た

変
更
年
月
日

平
成
21
年
１
月
28
日

工
事
名
　
農
道
馬
場
線
新
設
　

工
事

変
更
前
の
金
額

７
４
５
７
万
５
２
０
０
円

変
更
後
の
金
額

７
５
６
０
万
２
１
０
０
円

契
約
の
相
手
方

㈲
大
谷
組

変
更
理
由

法
面
の
脆
弱
な
箇
所
が
発

生
し
た
た
め
、
安
定
処
理
を

図
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

変
更
年
月
日

平
成
21
年
２
月
19
日

工
事
名
　
町
道
高
瀬
線
道
路
　

災
害
復
旧
工
事

Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 2 回（3月）定例会－

給与条例は、大原議員から修正動議（P.17修正動議欄※印
参照）が出され賛成者多数で動議は可決された。

職
員
の

平
均
時
間
外
手
当
は

一
時
間
２
４
５
１
円

変
更
前
の
金
額

１
億
２
０
７
５
万
円

変
更
後
の
金
額

１
億
２
３
８
６
万
１
１
５
　

０
円

契
約
の
相
手
方

㈱
上
岡
工
務
店

変
更
理
由

施
工
範
囲
の
変
動
に
よ
り
、

吹
付
け
面
積
が
増
え
た
た
め

変
更
年
月
日

平
成
21
年
２
月
５
日

■
公
益
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
条
例
の
一
部
改

正
法
律
の
改
正
に
よ
り
法
律

名
や
用
語
の
整
理
を
す
る
も

の

（
可
決
　
全
員
）

■
委
員
会
委
員
等
の
報

酬
・
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
改
正

教
育
相
談
員
報
酬
の
月
額

か
ら
日
額
へ
の
変
更
や
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
選
挙
事
務

報
酬
を
改
正
す
る
も
の

下方総務課長

問
　
西
森
常
晴
議
員

町
職
員
の
平
均
年
齢
は

41
・
９
才
、
平
均
給
料
は
31

万
４
８
０
９
円
だ
が
、
時
間

外
手
当
は
い
く
ら
か
。

答
　
総
務
課
長

２
４
５
１
円
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

休
日
の
選
挙
事
務
で
、
一

般
の
人
は
一
時
間
当
た
り
１

０
０
０
円
以
下
、
職
員
は
２

４
０
０
円
と
、
国
は
差
を
つ

け
て
い
る
。
町
長
は
国
へ
発

言
を
。

答
　
町
長

国
と
地
方
の
格
差
は
多

い
。
地
方
へ
配
慮
す
る
よ
う
、

町
村
会
な
ど
で
運
動
し
て
い

る
。

（
可
決
　
多
数
）



■
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正介

護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
介
護
保
険
料
を
規
定
す

る
た
め
の
改
正
を
す
る
も
の

（
可
決
　
全
員
）

問
　
福
原
克
彦
議
員

広
域
事
務
組
合
は
全
部
認

め
ら
れ
、
本
町
は
認
め
な
い

こ
と
に
な
る
が
。

答
　
大
原
議
員

町
の
条
例
か
ら
変
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。
ど
こ

か
か
ら
変
え
始
め
な
い
と
、

中
山
間
地
域
は
良
く
な
ら
な

い
。昨

年
４
月
の
提
言
で
、
一

年
待
っ
た
と
い
う
が
、
待
っ

て
景
気
が
良
く
な
ら
な
い
の

に
上
げ
る
の
は
ど
う
か
。

問
　
藤
原
陽
三
議
員

係
長
以
下
の
若
い
職
員

に
、
町
発
展
の
た
め
に
頑
張

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。
住
民
の
中
に
は

前
向
き
に
捉
え
、
期
待
す
る

者
も
い
る
。

答
　
大
原
議
員

高
知
県
に
仁
淀
川
町
あ
り

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
元
は
、

一
つ
一
つ
を
直
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。

半
数
以
上
の
議
員
の
意
見

を
聞
き
、
修
正
動
議
を
出
し

た
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

一
般
住
民
が
、
選
挙
の
立

が
一
気
に
冷
却
し
、
時
間
的

な
ず
れ
は
あ
る
と
思
う
。

問
　
大
原
議
員

民
意
、
所
得
の
現
実
を
見

た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
　
町
長

職
員
組
合
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
が
、
一
年
待
っ
て
21
年

４
月
か
ら
と
し
た
。
近
隣
町

村
の
状
況
も
見
て
判
断
し
て

い
る
。

答
　
副
町
長

今
回
、
増
額
し
て
い
る
が

21
年
の
人
勧
は
厳
し
く
な
る

と
思
う
。
増
額
は
若
い
層
で

あ
り
理
解
を
。

答
　
総
務
課
長

町
の
実
態
は
調
査
し
て
い

な
い
が
、
生
活
は
厳
し
く
な

っ
て
い
る
と
思
う
。

※
　
修
正
動
議
　
大
原
議
員

現
在
の
給
料
月
額
に
、
行

政
職
・
看
護
師
な
ど
で
一
律

５
０
０
円
、
医
師
で
７
０
０

円
増
額
の
部
分
を
削
る
。

修
正
動
議

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年5月10日発行（17） 第15号

■
一
般
職
員
の
給
与
条
例

の
一
部
改
正

現
在
の
給
料
月
額
に
、
行

政
職
・
看
護
師
な
ど
で
一
律

５
０
０
円
、
医
師
で
７
０
０

円
の
増
額
。
ま
た
医
師
・
歯

科
医
師
の
初
任
給
を
月
額
30

万
６
０
０
０
円
か
ら
41
万
９

０
０
円
に
改
定
す
る
も
の

問
　
大
原
議
員

景
気
が
低
迷
し
て
い
る

中
、
給
与
改
正
を
す
る
と
、

公
務
員
と
地
域
住
民
の
格
差

は
ま
す
ま
す
広
が
る
が
。

答
　
町
長

給
料
表
は
国
の
基
準
に
基

づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
。
給

与
改
正
は
職
員
の
権
利
で
も

あ
る
。

問
　
片
岡
政
徳
議
員

こ
の
時
期
の
５
０
０
円
増

額
を
住
民
が
賛
成
す
る
と
思

う
か
。

答
　
総
務
課
長

勧
告
は
20
年
４
月
の
調
査

結
果
で
あ
り
、
そ
の
後
景
気

こ
の
時
期
の
給
料

ア
ッ
プ
は

民
意
に
反
す
る

修
正
動
議

会
で
座
っ
た
ら
１
０
０
円
下

げ
、
職
員
は
上
げ
る
こ
と
に

な
る
が
、
矛
盾
を
ど
う
考
え

る
か
。

答
　
大
原
議
員

公
務
員
と
一
般
住
民
の
格

差
が
大
き
く
な
る
の
で
、
小

さ
い
と
こ
ろ
か
ら
改
正
を
し

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
、
修
正
動
議
を
提
出
し

た
。

（
修
正
案
可
決
　
賛
成
多
数
）

■
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正

医
療
費
の
助
成
を
６
才
以

下
の
乳
幼
児
か
ら
15
才
以
下

の
児
童
ま
で
拡
大
す
る
も
の

（
可
決
　
全
員
）

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正

厚
労
省
の
告
示
が
新
た
に

定
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

告
示
番
号
を
改
正
す
る
も
の

（
可
決
　
全
員
）

高齢化社会を迎えました。老後は健康でありたいものです（せいらん荘）

■
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
条
例

介
護
報
酬
の
増
額
に
伴
う

介
護
保
険
料
の
改
定
に
対

し
、
急
激
な
上
昇
の
抑
制
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
基

金
を
設
け
る
も
の

（
可
決
　
全
員
）



り
、
町
外
の
高
校
へ
遠
距
離

通
学
す
る
生
徒
に
、
通
学
費

を
助
成
し
、
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
も
の

問
　
橋
本
眞
一
議
員

支
給
時
期
が
三
月
と
な
っ

て
い
る
が
、一
括
で
払
う
の
か
。

答
　
教
育
長

年
度
末
に
状
況
を
見
て
一

括
で
支
払
う
。

■
庁
舎
等
整
備
基
金
条
例

庁
舎
な
ど
の
整
備
の
た
め

基
金
を
設
け
る
も
の

問
　
西
森
（
常
）
議
員

将
来
ど
ん
な
も
の
を
造
り

た
い
か
。大
崎
診
療
所
周
辺
へ

福
祉
ゾ
ー
ン
の
考
え
は
。

答
　
町
長

地
形
的
に
不
可
能
と
思
う
。

（
可
決
　
全
員
）

■
地
域
雇
用
創
出
推
進
基

金
条
例

地
域
の
雇
用
を
創
出
す
る

事
業
な
ど
を
推
進
す
る
た
め

に
、
基
金
を
設
け
る
も
の

問
　
福
原
議
員

橋
の
塗
装
、
地
区
が
道
の

新
設
や
拡
張
を
し
た
い
時
、

地
区
へ
委
託
や
請
負
が
で
き

な
い
か
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成21年5月10日発行 第15号　（18）

高
校
通
学
助
成

４
万
円

答
　
企
画
課
長

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
。

（
可
決
　
全
員
）

■
高
等
学
校
通
学
費
助
成

に
関
す
る
条
例

仁
淀
高
校
募
集
停
止
に
よ

問
　
西
森
（
常
）
議
員

大
崎
か
ら
佐
川
高
校
ま
で

の
一
月
の
定
期
代
と
、
４
万

円
の
根
拠
は
。

答
　
教
育
次
長

大
崎
か
ら
佐
川
ま
で
の
片

道
の
料
金
は
７
６
０
円
。

仁
淀
高
校
進
学
奨
励
金
10

万
円
を
参
考
に
し
て
い
る
。

月
額
３
０
０
０
円
で
３
年
間

で
は
10
万
８
０
０
０
円
。

問
　
西
森
（
常
）
議
員

子
を
持
つ
親
は
、
教
育
費

の
負
担
が
大
き
い
。
も
う
少

し
金
額
を
増
や
し
、
若
者
定

住
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
図
っ
て

は
。

答
　
副
町
長

町
外
で
の
下
宿
や
バ
イ
ク

通
学
な
ど
、
色
々
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
す
る
。

問
　
岡
田
議
員

町
内
か
ら
佐
川
高
校
へ
の 下方総務課長

福
祉
ゾ
ー
ン

地
域
の
雇
用

下方総務課長

通
学
は
負
担
が
大
き
い
の
で
、

佐
川
へ
転
居
し
た
い
と
の
声

を
聞
く
。
町
内
で
生
活
し
、

教
育
費
が
か
か
ら
な
い
方
法

を
。

答
　
教
育
長

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。

問
　
大
原
議
員

町
を
出
て
行
こ
う
と
思
っ

た
が
止
め
る
機
運
が
出
て
く

る
よ
う
な
、
大
幅
な
増
額
を

し
て
は
。

答
　
副
町
長

前
向
き
に
検
討
す
る
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

通
学
圏
内
で
あ
る
佐
川
高

校
と
追
手
前
高
校
吾
北
分
校

を
、
魅
力
あ
る
学
校
に
し
て

ほ
し
い
が
、
教
育
長
の
考
え

は
。

答
　
教
育
長

可
能
な
限
り
、
県
へ
地
元

の
状
況
を
訴
え
る
。

（
可
決
　
全
員
）

仁淀高校が募集停止となったが、仁中、池中からの佐高進
学者は以外と少ない（佐川高校）

町内から佐川流出の歯止めはかかるか（佐川町住宅）



■
「
中
津
渓
谷
ゆ
の
森
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

ア
プ
ロ
ス
株
式
会
社

指
定
の
期
間

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
　

〜
平
成
二
十
二
年
三
月
三
　
　

十
一
日

問
　
大
原
議
員

経
営
に
精
通
し
て
や
る
よ

う
指
導
を
。

ア
プ
ロ
ス
は
管
理
を
す
る

だ
け
か
。
従
業
員
は
別
か
。

答
　
副
町
長

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
一

定
の
評
価
が
あ
る
。
可
能
な

限
り
自
力
で
、
運
営
の
中
で

や
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

ア
プ
ロ
ス
の
従
業
員
。

（
可
決
　
全
員
）

答
　
産
業
建
設
課
長
補
佐

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年5月10日発行（19） 第15号

「
ゆ
の
森
」
は

ア
プ
ロ
ス
の

従
業
員

造
林
費

６
９
０
４
万
円

減
額
の
理
由

下方総務課長

■
20
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

３
億
４
３
７
９
万
４
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
74

億
３
２
３
２
万
６
０
０
０
円

と
す
る
。

問
　
福
原
議
員

造
林
費
の
６
９
０
４
万
円

の
減
額
理
由
は
。

本
村
タ
ル
ノ
ウ
ヘ
は
、
大

崎
の
水
源
地
で
あ
る
が
、
応

急
的
な
処
置
が
出
来
て
い
る

の
か
。

作
業
を
す
る
者
の
高
齢
化

で
、
事
業
量
が
減
っ
た
。
ま

た
森
林
組
合
が
機
械
の
購
入

を
中
止
し
た
。

森
の
工
場
活
性
化
対
策
事

業
は
、
長
坂
、
別
枝
、
潰
溜
、

用
居
で
事
業
を
し
て
い
る
が
、

国
庫
補
助
か
ら
県
の
直
接
補

助
へ
の
変
更
。

タ
ル
ノ
ウ
ヘ
は
、
応
急
的

な
復
旧
は
し
て
い
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
20
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

４
９
６
万
２
０
０
０
円
を

減
額
し
、
総
額
を
11
億
１
５

８
４
万
７
０
０
０
円
と
す

る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
20
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
直
診
大
崎
診

療
所
勘
定
補
正
予
算
（
第

２
号
）

３
８
２
万
５
０
０
０
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
億
２
４

５
１
万
７
０
０
０
円
と
す

る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
20
年
度
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

９
９
５
４
万
１
０
０
０
円

を
減
額
し
、
２
億
３
４
２
６

万
３
０
０
０
円
と
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
20
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

８
２
７
万
６
０
０
０
円
を

減
額
し
、
総
額
を
11
億
５
９

９
２
万
６
０
０
０
円
と
す

る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
20
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

財
源
内
訳
の
更
正
で
、
総

額
を
１
億
４
２
５
２
万
５
０

０
０
円
と
す
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
20
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

２
１
２
３
万
７
０
０
０
円

を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
１

８
６
０
万
４
０
０
０
円
と
す

る
。

（
可
決
　
全
員
）

21年度、8400万円でリニューアルが予定されている「ゆの森」
（名野川）

ディサービス（とちの木園）


